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18．Bilateral　collimatorによる心プールイメージングの

　　有用性
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　Bilateral　collimatorは1度の撮影で，　RAO－30，　LAO・

30の2方向からのimagingが可能であり，　bilateral

collimatorによる運動負荷（Ex－St）心プールイメージン

グ（CBPI）の有用性を検討した．

　99mTcが生体内で赤血球にラベルされた後，まずall

purpose　collimatorを用い，正面，　LAO－40でmultigate

法CBPIを施行，次いでbilateral　collimatorを用い安

静時にCBPIを行い，引きつづき自転車エルゴメーター

によるEx－Stを行い2段階でCBPIを施行した．

　安静時all　purpose　collimator　LAO－40でえた収縮期

指標（左室駆出率，駆出早期1／3における平均駆出速度，

最大駆出速度）と，拡張期指標（拡張早期1／3における

平均充満速度，最大充満速度）の計5っの指標をbilateral

collimator　LAO－30でえた同一の指標と15例で対比した

ところ，いずれの指標もr・＝O．97以上の高度の相関を示

した．また15例で安静時壁運動を両collimatorで対比し

たところ，84segmentsの内8％ではbilateral　collimator

を用いた方が1椴階壁運動異常を軽く，逆に2％では1

段階壁運動異常を重く判定したが，90％では一致をみた．

Ex－Stはbilateral　collimatorを用いた健常3例，冠動豚

疾患（CAD）6例に施行した．健常例では負荷により左

室駆出率（EF）が“5”以上の上昇を，　CAD　6例中4例

では負荷によりEFの低下を，1例では軽度（＜5）の上

昇を，1例で5以上の上昇をみた．

　Ex－StでのEFの変化，　LAO－30での壁運動異常のみ

でCADの存在が明瞭でなく，2方向から壁運動をみる

ことで，はじめてCADの存在が明らかになった症例は

存在しなかったが，bilateral　collimatorにより2方向か

ら壁運動をみることでCADにおけるexercise　induced

ischemiaの広がりを正確に把握しえた．

19．非採血法による左室容積の算出

　　一ルーチン・ワークへの応用一
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　心拍同期心プール・スキャンより求められる左室カウ

ントを平衡時0．1m1血液カウント（以下血液カウント）

で補正したものは，色素希釈法より求めた左室容積とよ

く一致することは前々回に報告した．血液カウントによ

る補正は採血した血液の分注，シンチレーション・カウ

ンターによる測定と煩雑であり，ルーチン検査に適さな

い．そこで，非採血法で，左室カウントによる絶対量の

左室容積の算出を試みた．マルチゲート法と同体位で，

1分間，平衡時の左室・右室のカウントを求め，おのお

ののセル数で除し，左室および右室平均カウントとした．

血液カウントとの相関は前者でR＝0．946，後者でR＝

0．854であった．これに基づき，右室平均カウントで左

室カウントを補正し，色素希釈法を併用して求めた回帰

式を利用して，絶対量としての左室容積を求めた．心カ

テーテル法により求めた左室容積との相関で，血液カウ

ントで補正した左室容積（R－0．88）は平均右室カウント

で補正した左室容積（R＝0．87）とほぼ等しかった．

　本法により，非採血法で絶対量としての左室容積が算

出できる．ルーチン・ワークへの応用により心プール・

スキャンで心機能評価が精度高く行える．

20．平衡時心プールシンチグラフィーによる左心室駆

　　出率測定における拡張期左心室カウントとバック

　　グランドの関係について
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　ECG同期平衡時心プールシンチグラフィー（GBP）に

よる左心室駆出率（EF）測定において，　Background

（Bkg）の影響は大きく，その測定法には未解決な点が多

い．今回，左心室造影法（Cine）で得たEFを基準とし，

GBPによるEF測定の際における拡張終期カウント数

（EDC）とBkgの関係を検討した．

　方法：対象はGBPおよびCineを3w以内に施行し

得た心疾患21例で，asynergyを示す症例は除外した．

GBPは99m－Tc－HSA　20　mCiを用いてLAO　45°にて
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